
■ 尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の中間見直し版 概要

１ 計画見直しの趣旨

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第 1項に基づき、市民・各種団体・事業者・行政が

連携して取り組むことで、ごみの減量・資源化と適正処理を図ることを目的とした尾張旭市一般

廃棄物（ごみ）処理基本計画（以下「基本計画」という。）について、社会情勢の変化や国・愛

知県の方針の変更、各種取り組みの実施状況などを踏まえ、計画策定から５年が経過したところ

で、中間的な見直しを行った。

２ 計画見直しの概要

基本計画の骨格である「ごみ処理の基本的考え方」、「計画の目標」、「目標達成のための３つの

基本方針と 11 の基本施策」について、基本計画全体の進捗状況や目標の達成状況、計画策定後

の環境変化などを踏まえ、内容の見直しを行った。

３ 計画前期（平成 26～30 年度）の検証

⑴ 家庭系ごみ

排出量はほぼ目標値どおり推移しているが、更なるごみの減量のためには、燃えるごみに多

く含まれる生ごみと、それに多く含まれる水分の減量を図る必要がある。

⑵ 事業系ごみ

家庭系ごみの集積所へごみを排出している事業者が一定数存在することから、適正排出につ

いて、更なる周知を図る必要がある。

⑶ 資源ごみ

燃えるごみに含まれる資源ごみの内、古紙類の混入率割合が高いことから、更なる分別促進

を図る必要がある。

４ ごみ処理の基本的考え方

計画前期どおりに変更した分別品目、ごみ出し方法及び処理方法は継続し、それ以降に変更と

なった下記について、表記の見直し及び追加を行った。

⑴ プラスチック製容器包装の毎週収集開始（平成 28 年７月）

⑵ スプレー缶・カセットボンベを資源ごみとして収集開始（平成 28 年 10 月）

⑶ 市内公共施設５か所に小型家電回収ボックスを設置（平成 29 年３月）

⑷ 尾張旭市災害廃棄物処理計画策定（平成 30 年３月）

⑸ 燃えるごみの排出量に応じた費用負担について判断（平成 31 年３月）

５ 計画の目標

基本計画で設定した５項目の目標値のうち、すでに目標を達成している次の２項目については、

平成 30 年度の現状値を踏まえ見直しを行った。

また、家庭系処分ごみの目標値達成に向け、残り 43ｇ/人・日の削減を呼びかけるため、小学

4年生を対象にキャッチフレーズを募集を行った。

特別賞 「ゴミをよ～さんへらそう！！」
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中間見直し版Ｐ16 表 5-1 数値目標（抜粋）

中間見直し版Ｐ17 図 5-3 数値目標から算出した資源化と削減の必要量の図説（抜粋）

６ 目標達成のための３つの基本方針と１１の基本施策

計画前期の取り組みを踏まえ、44 の具体的な取り組みを評価し、それぞれの今後の方向性につ
いて必要に応じて見直しを行った。

※中間見直し版Ｐ22 44 の具体的な取り組み（抜粋）
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項目 単位
H24年度
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Ｈ30年度
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令和 5年度の目標

目標値 削減量 削減率

①総ごみ排出量 g/人・日 921 820 845→
777 43 5％

⑤燃えるごみ中の資源ごみ
混入率（3年平均値） ％ 30.4 23.6 25.0→

23.1
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－

基本施策 1-①：ごみを出さない意識づくり

「すぐごみになるものを家庭に持ち込まない」、「ものを簡単に捨てない」、「ものを大切に使う」といった行動が定着

するような取り組みを推進します。

No.1 燃えるごみの排出量に応じた費用負担を検討します。

内容
燃えるごみの分別徹底と発生抑制を目的とし、経済的なインセンティブを活用した方策を検討します。

前期取組

・循環型社会推進会議の専門部会にて、燃えるごみに関する調査研究（Ｈ26～Ｈ29）
・循環型社会推進会議より、燃えるごみ有料化に関する提言書提出（Ｈ29）
・廃棄物減量等推進審議会へ諮問し、提出された答申に基づき、「現時点では有料化を行わない」と判

断（Ｈ30）

今後の

方向性

・今後、ごみ減量の目標を達成できないと判断した場合は、改めて検討を実施
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